
  
    
  
Chapter 2. ConnexionsのRoadmap機能



2.1. Roadmapチュートリアル*




 This module has been retired as it contained Connexions documentation which is no longer accurate and/or relevant.  Please visit the help page for up-to-date information about the Connexions website, including support for viewing and authoring content and the CNXML language. If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update our documentation with an appropriate translation of a current English module, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.
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Chapter 6. XMLの編集



Solutions
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  Chapter 3. コンテンツの作成作業



3.1. ワークスペースの機能*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m10885/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

Connexionsワークスペース



 
        　コンテンツに対する作業を行うため、Connexionsは2つのタイプのワークスペースを提供します。それはマイワークスペースとワークグループです。この2つのワークスペースでコンテンツの作成、編集、管理ができます。ワークスペースのタイプの違いはユーザーアクセスの違いです。マイワークスペースは個人的なワークスペースです。あなただけがアクセスして、コンテンツを変更できます。Connexionsアカウントを持っているすべての人には、彼ら自身のワークスペースがあります。彼らのConnexionsアカウントがセットアップされたとき、それらは自動的に生成されます。ワークグループは共同プロジェクトのためのものです。ユーザー層からそれらのコンテンツにアクセスでき、グループのメンバーは、コンテンツを見たり変更したりすることができます。あなたはワークグループを作成すべきです。各プロジェクトのため異なったものを持っている、複数のワークグループを作成することができます。両方のタイプのワークスペースは、このモジュールで説明されます。
      
ワークスペースの閲覧



 
	  　Connexionsにログインすると、Connexionsのトップページの左下のログインサイドバーはワークスペースサイドバーに変わります。このサイドバーは、ログインしている限り、トップページと他のConnexionsのWebページに表示され、ワークスペースに迅速に切り替えることができるようになっています。
	
 [image: Figure (workspaceboxj.png)]

Figure 3.1. 
ワークスペースサイドバー


My Workspace



 
	　マイワークスペースは、他人にかかわらず作業できるConnexions内の個人的なワークスペースです。このワークスペースでは、他人が見たり変更したりできない、自分自身のモジュール、ファイル、コースを保管することができます。多くの著者が、共同製作者がコメントしたり、資料を編集できるワークグループにそれらを移動させる前に、マイワークスペースで作業することを好みます。
 
	　ConnexionsのWebページで、ワークスペースサイドバーのマイワークスペースのリンクか、パーソナルツールバーのマイワークスペースのリンクをクリックすることで、個人的なワークスペースを表示することができます。
      

Workgroups



 
 	　ワークグループは、Connexionsの著者のグループが、一般的なモジュールを共同で使える個人的なscratch areaです。これは、共同で作業している著者に、他の物を見せずに、彼らの進歩に目を向けるようにします。 	
 	
Warning
ワークグループは共同制作者のコミュニケーションの代わりではないことを覚えておいてください。ワークグループのメンバーには、すべて同じレベルの特権があるので、ワークグループのメンバーはオープンに連絡しなくてはなりません。ワークグループのすべてのメンバーも、著者を追加したり削除したり、コンテンツを追加したり削除したりするかもしれません。ワークグループのクリエイターには他の特権はありません。
 	




 
 	　各ワークグループは、それに関連しているモジュールかファイルをもつことができます。ワークグループのメンバーは、既存のモジュールをワークグループへ追加することができます。モジュールが作成されるか、Checked outされると、そのモジュールは編集権利を持っているワークグループのメンバーはそれを変更するかもしれません。編集権利を持つためには、モジュールのためのmaintainerの役割がなければなりません。詳しくはEditing Module
 	Rolesを参照してください。
 	
 　メンバーに入っているワークグループの名前は、ワークスペースサイドバーに表示されます。ワークグループの名前をクリックすることで、ワークグループのコンテンツを表示することができます。
       

新しいワークグループの作成



 
 	　ワークグループを作成するには、以下の手順を行ってください。
 	
         
 	ワークスペースサイドバーワークグループの作成のをクリックして、Create Workgroup画面を表示してください

	名前の欄にワークグループの名前を入力してください。

	任意で、メールの欄にEメールアドレスを入力してください。これは、ワークグループのすべてのメンバーによって共有されるアドレスか、メーリングリストであるべきです。         

	任意で、Descriptionの欄に説明を入力してください。

	Createをクリックして、new workgroupの画面を表示してください。





 
         　新しいワークグループなので、中身がなく、あなたが唯一のメンバーです。どのようにContentを新しいワークグループに追加するかは、Managing Work Area Contentsを見てください。新しいメンバーの追加方法は、Managing Workgroup Membersを見てください。 



ワークスペースコンテンツの管理



 
	　マイワークスペースを表示するには、ワークスペースサイドバーでマイワークスペースのリンクをクリックしてください。ワークグループを表示するには、ワークスペースサイドバーでその名前をクリックしてください。初めてマイワークスペースを表示する場合や、ワークグループを作成したばかりなら、ワークスペースの中身は空です。
	
 
        　マイワークスペースにはコンテンツとプロパティタブがあります。ワークグループにはコンテンツ、プロパティ、Membersタブがあります。トップにあるページタイトルを除けば、コンテンツタブは両ワークスペースとも同じです。コースと3つのモジュールを含むマイワークスペースのコンテンツタブをあらわす図です。
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Figure 3.2. 
"Contents" tab for "My Workspace".

 
	　Contentタブから以下の動作を行うことができます。
	
 	新規アイテムの作成

	既存コンテンツの追加

	ワークスペースコンテンツの閲覧

	ワークスペース内のアイテムの削除

	ワークスペース内のアイテムの名前変更

	ワークスペース内のアイテムの切り取り・コピー





新規アイテムの作成



 
	  　ワークスペースで新しいモジュールかコースを作成するには、以下の手順を行ってください。	  
	
 	新規アイテムの作成の横の下矢印をクリックして、有効な項目タイプのドロップダウンメニューを表示してください。
	  

	コースかモジュールの項目タイプを選択してください。そして新規アイテムの作成をクリックしてください。New content: Licensing画面が表示されます。

	チェックボックスを選択して、ライセンスに同意し、Nextをクリックしてください。コースを選択したなら、Edit Course画面にMetadataタブが表示されます。コースの編集方法はCourse Composerの使い方を見てください。モジュールを選択したなら、Edit Module画面にメタデータタブが表示されます。モジュールの編集方法はモジュールの編集を見てください。





 
	  　ワークスペースで新しいファイルや画像を作成するには、ファイルやソースをアップロードするため、以下の手順を行ってください。

         
 	新規アイテムの作成の横の下矢印をクリックして、有効な項目タイプのドロップダウンリストを表示してください。
	  

	画像かファイルの項目タイプを選択してください。そして新規アイテムの作成をクリックしてください。ファイルを選択したなら、Edit File画面が表示されます。あなたが画像を選択したなら、Edit Image画面が表示されます。

	参照をクリックして、ファイルか画像を選択し、加えてください。	  

	項目を選択し、OKをクリックしてください。ソース、ファイル、画像などがアップロードされます。

	Saveをクリックして、ワークスペースにファイルか画像を加えてください。





   
	  　ファイルや画像の項目タイプは、コンテンツで使用したい材料を自由にアップロードすることを可能にしてくれます。これらの材料はConnexionsで使用する前に、あなたの手元に存在しなくてはなりません。ワークスペースでファイルか画像を作成するとき、実際はConnexions項目のインスタンスを作成しています。
	  
   
	  　新しい画像項目を作成するとき、Saveをクリックすると画像のプレビューが表示されます。さらに保存された画像のメッセージが表示されます。新しいファイルを作成し、Saveをクリックするとき、ファイルについての情報が表示され、Click here to 
	  get the fileのリンクが表示されます。

既存コンテンツの追加



 
	  　Content Commonsでモジュールかコースを、自分のワークスペースに追加することができます。このように、Connexionsのあらゆる場所にある情報を再使用することができます。既存の項目を追加するには、以下の手順を行ってください。	  
	  
 	公開コンテンツの検索をクリックして、Search the 
	    Connexions repository画面を表示してください。

	オブジェクトID、タイトル、キーワード、著者名、文字列などを入力して、検索ボタンをクリックしてください。

	望むなら、モジュールかコースのチェックボックスのチェックをはずし、検索をクリックしてください。検索に合ったモジュールとコースの一覧が画面に表示されます。

	ワークスペースに加えたい項目の横のチェックボックスをクリックするか、すべての検索結果をチェックするチェックボックスを使ってください。

	Add selected content toの下矢印をクリックしてください。所属しているすべてのワークスペースのドロップダウンリストが表示されます。リストからワークスペースを選択してください。

	新規追加をクリックしてください。選択した項目は選択したワークスペースに追加されます。そして、コンテンツタブがワークスペースに表示されます。





 [image: Figure (addmodulesj.png)]

Figure 3.3. 
Results of a search for existing content.


ワークスペースコンテンツの閲覧



 
	  　ワークスペースはモジュール、コース、ファイル、画像を含むことができます。ワークスペースの現在のコンテンツは、Contentsタブで見ることができます。ワークスペースの各項目の情報を以下に示します。	  
	  
 	Title - このコラムは、ワークスペースに作成・追加したアイテムのID・ファイル名、タイトルなどを表示します。

	Type - このコラムは、記載されたアイテムのタイプを表示します。タイプは、画像、ファイル、モジュール、コースです。

	Size - このコラムは、アイテムのサイズをキロバイトで表示します。モジュールやコースのサイズは表示されません。

	Modified - このコラムは、アイテムが最後に変更された日付を表示します。新しいアイテムなら、作成した日付と時間を表示します。

	Status - このコラムは、アイテムの現在の状態を表示します。状態には4つの種類があります。	    
 	Published - Content Commonsで公開されており、アクセス可能な状態。

	Checked Out - Content Commonsからコピーされ、編集目的のために、ワークスペースに置かれた状態。

	Created - ワークスペースに置かれ、作成されたが、Content Commonsには存在していない状態。

	Modified - 編集目的のためワークスペースに持ってこられ、アップデートされ、変更が保存された状態。新しいアイテムを作成し、それを変更するとき、そのアイテムの状態はCreatedからModifiedに変わります。




		






ワークスペース内のアイテムの削除



 　ワークスペースからアイテムを削除するには、削除したいアイテムの隣のチェックボックスを選択し、削除をクリックしてください。１回の操作で複数のアイテムを削除することもできます。
	    

ワークスペース内のアイテムの名前変更



 
	      　ワークスペースからアイテムを改名するには、以下の手順を行ってください。	      
	      
 	改名したいアイテムのタイトルの横のチェックボックスを選択して、名前を変更をクリックしてください。アイテムの名前を変更という画面が表示されます。

	新しいショートネームを入力してください。

	新しいタイトルを入力してください

	Rename Allをクリックしてください。ワークスペースのコンテンツ画面で１つ以上のアイテムを選択することで、１度に複数のファイルを削除することができます。




	      
	      　変更を反映するために、コンテンツタブにあるアイテムはアップデートされます。      
	    

ワークスペース内のアイテムの切り取り・コピー



 
	      　ワークスペースでアイテムをコピーしたり貼り付けたりするには、以下の手順を行ってください。	      
	    
 	切り取りかコピーがしたいアイテムのタイトルの隣のチェックボックスを選択して、切り取りかコピーをクリックしてください。切り取りは、オリジナルのアイテムを、このプロセスの終わりまで削除します。コピーは、オリジナルのアイテムは現在の位置に残します。

	別のワークスペースなど、対象を貼り付けしたい場所を表示して、ペーストをクリックしてください。オリジナルのアイテムがあるワークグループに貼り付けすると、コピーができます。







ワークスペースのプロパティ



 　ワークグループの名前や個人ワークスペースであるマイワークスペースの説明など、ワークスペースのプロパティを編集することができます。これらの変更は、ワークスペースのプロパティのタブからアクセスできます。
My Workspaceのタイトルと説明の編集



 
          　タイトルやマイワークスペースの説明を編集するには、以下の手順を行ってください。          
          
 	マイワークスペースをクリックして、個人ワークスペース画面を表示してください。

	プロパティタブをクリックして、Edit Folder Properties画面を表示してください。

	Titleに新しいタイトルや、個人ワークスペースの名前を入力してください。

	Descriptionに個人ワークスペースの説明を入力してください。

	Saveをクリックしてください。






Workgroupのタイトル、Eメールアドレス、説明の編集



 
          　タイトル、Eメールアドレス、メンバーに含まれているワークグループの説明を編集するには、以下の手順を行ってください。          
          
 	ワークスペースサイドバーでワークグループの名前をクリックして、ワークグループ画面を表示してください。

	Propertiesタブをクリックして、Properties of画面を表示してください。
           

	Nameにワークグループの新しいタイトルや名前を入力してください。
           

	EmailにグループEメールアドレスを入力してください。これは、ワークグループのすべてのメンバーによって共有されるEメールアドレスか、メーリングリストであるべきです。

	Descriptionにワークグループの説明を入力してください。
           

	Updateをクリックしてください。







ワークグループメンバーの管理



 
	　ワークグループを作成するか、既存のワークグループのメンバーになると、他のメンバーをワークグループに追加することができます。追加したメンバーは、ワークグループ内で一緒に作業することができます。
	


	　Connexionsアカウントを持っている人だけが、ワークグループのメンバーになることができます。
	




 　ワークグループのメンバーの名前とEメールアドレスは、Membersタブにリストアップされています。マイワークスペースは個人ワークスペースなので、このタブは利用できません。
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Figure 3.4. 
Workgroup "Members" tab.

 
	　Membersタブから、以下の動作を行うことができます。        
 	ワークグループへのメンバーの追加

	ワークグループからのメンバーの削除

	メンバー全員へのEメール送信

	個人メンバーへのEメール送信


	ワークグループからの脱退

	ワークグループの削除





 
	　ワークグループに参加するには招待状が要ります。詳しくはJoining a Workgroupを見てください。      
ワークグループへのメンバーの追加



 　新しいメンバーを、自分のワークグループに追加するには、以下の手順を行ってください。
	  
	  
 	Search ボタンの隣のテキストボックスに、メンバーに追加したい人の名前を入力してください。

	Searchをクリックしてください。検索条件に合ったConnexionsのアカウント所有者の一覧が表示されます。もし何も検索条件に合致しなかったら、ユーザーネームやラストネームだけを使って、再び検索してみてください。

	ワークグループに追加したい人の名前の横のチェックボックスを選択してください。

	Add selected usersをクリックしてください。新しいメンバーを含めた形でCurrent Group Membersの表がアップデートされます。






ワークグループからのメンバーの削除



 
	    　ワークグループからメンバーを削除するには、以下の手順を行ってください。

    	  
 	Removeコラムの、削除したいメンバーのチェックボックスを選択してください。

	Remove selected users from groupをクリックしてください。メンバーの削除が反映された形でCurrent 
	    Group Membersの表がアップデートされます。






メンバー全員へのEメール送信



 
              　ワークグループ全体にEメールを送信するには、以下の手順を行ってください。
              
              
 	Current Group Membersの表のタイトルの横でemail groupのリンクをクリックしてください。標準メールアプリケーションが立ち上がります。

	本文を入力して、送信してください。






個人メンバーへのEメール送信



 
            　グループ全体にメールすることに加えて、ワークグループの特定のメンバーにメールすることができます。特定のメンバーにメールするには、以下の手順を行ってください。            
              
 	Eメールを送りたいメンバーの名前の隣のE-mailのコラムのアドレスをクリックしてください。標準のメールアプリケーションが立ち上がります。

	本文を入力して、送信してください。






ワークグループへの参加



 　グループに参加するには、現在のグループメンバーに、メンバーリストに追加してもらわなくてはなりません。ワークグループに参加したいのなら、そのワークグループのメンバーに連絡し、彼らにお願いしてください。

ワークグループからの脱退



 　ワークグループから脱退するか、そのメンバーリストから抜けるなら、ワークグループのメンバーではなくなります。再びメンバーになるには、現在のメンバーに追加してもらう必要があります。ワークグループを脱退するには、以下の手順を行ってください。
	  
	  
 	脱退したいワークグループのMembersタブを表示してください。

	自分の名前の隣のRemoveコラムのチェックボックスを選択してください。

	Remove selected users from groupをクリックして、Leave 
            Workgroup確認画面を表示してください。

	Yes, Leaveをクリックしてください。これでワークグループから抜け、そのワークグループの名前は、ConnexionsのWebページのWorkspacesサイドバーから削除されます。




	    　メンバー全員がグループから抜けると、グループは削除されます。最後に抜けるメンバーは確認しなければなりません。
	  

ワークグループの削除



 　すでにメンバーがいないと、ワークグループは削除されます。ワークグループを削除したいなら、自分を含めすべてのメンバーを脱退させる必要があります。ワークグループを削除するには、以下の手順を行ってください。
	  
	  
 	削除したいワークグループのMembersタブを表示してください。

	すべてのメンバーの名前の隣のRemoveコラムで、チェックボックスを選択してください。

	Remove selected users from groupをクリックしてください。Delete 
            Workgroup確認画面が表示されます。

	Yes, Delete itをクリックしてください。これですべてのメンバーがワークグループから抜け、ワークグループは削除されます。そして、すべてのメンバーのWorkspacesサイドバーから、ワークグループの名前が削除されます。








3.2. Course Composerの使い方*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m10288/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

Course Composer



 
      　Connexions Course Composerでは、新しいコースの作成や、既存のコースの編集を行うことができます。Course Composerでは、以下の動作を行うことができます。      
 	新しいコースの作成

	新しいコースへのメタデータの入力

	新しいセクションの追加

	サブセクションの追加

	モジュールの追加

	Alternate Module Title（コース内でのモジュールタイトル）の作成

	モジュールバージョンの選択

	リンクの追加・編集

	コンテンツの編成

	コースコンテンツの削除

	共同制作者Rolesの割り当て

	Notation Parametersの指定

	コースのプレビュー

	コースの公開

	既存コースの編集






新しいコースの作成



 
	　新しいコースを作成することは、新しいモジュールを作成することと同様です。ワークスペースやワークグループからCourse Composerにアクセスすることができます。

	
 	新規アイテムの作成ボタンの横にドロップダウンリストからコースを選択して、新規アイテムの作成をクリックしてください。New Content: Licensingが表示されます。
	  

	Creative Commons 
	  Attribution licenseに同意し、画面下のチェックボックスを選択してください。 
	 

	Nextをクリックしてください。メタデータのタブはコースが作成されましたというメッセージとともに表示されます。Course Statusサイドバーは、スクリーンの右に表示され、コースに対して取られた最後の行動の状態を表示します。それは、作成者の名前と作成日時です。
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Figure 3.5. 
Course Composer編集画面


新しいコースへのメタデータの入力



 
	
 	Course Composerのメタデータのタブを選択してください。

	適切な情報をメタデータに入力してください。	    
 	course title (required)

	institution name - コースが教えられるであろう団体

	course code - カタログ番号。例えばBIO 201

	instructor name - コースを教える人

	course home page - http://で始まる完全なURL。例えばコースの発表ページかコース摘要など。


	keywords - Connexionsユーザーがコースを探し出すのを助ける用語。

	abstract - コースの簡単な説明。
(required)




	    必要な項目を入力しなと、Saveを押して記録しようとしたとき、再入力を促されるでしょう。

	Saveをクリックしてください。メタデータは保存され、Contentsタブがコースタイトルとともに表示されます。このタブは実際のアセンブリを行うところです。それは2つの領域があります。タブの左側はコースアウトライン表示があります。タブの右側はコンテンツを追加、編集、削除するところです。	  




      

新しいセクションの追加



 　セクションは、コース内の関連するモジュールの組み分けです。各セクションには、コンテンツを特定する見出しがあります。区分を作成することで、セクションの中にセクションを置くこともできます。
      
 	Course Composerのコンテンツタブを選択してください。

	コースアウトラインのコースタイトルをクリックしてください。

	コンテンツタブをまだ表示していないなら、表示してください。

	コンテンツタブでAdd New Sectionをクリックしてください。コースアウトラインに新しいセクションが追加されます。そして新しいセクションの名前を入力する空欄とともに、Editタブが表示されます。 
	

	Titleに新しいセクションの名前を入力してください。
	

	Saveをクリックしてください。



 　入力されたタイトルは、新しいセクションとして、コースアウトラインに表示されます。このセクションにコンテンツを追加することが可能となります。

サブセクションの追加



 　区分はセクションの中の関連するモジュールの組み分けです。各区分には、閲覧者のために、コンテンツを特定する見出しがあります。
      
 	Course Composerのコンテンツタブを選択してください。

	コースアウトラインのセクションタイトルをクリックしてください。

	コンテンツタブをまだ表示されていないなら、表示してください。

	コンテンツタブで、Add New Sectionをクリックしてください。新しいサブセクションは、選択しているセクションの下へ追加されます。サブセクションの名前を入力するTitle欄とともに、Editタブが表示されます。

	Titleに区分の名前を入力してください。

	Saveをクリックしてください。



 　入力したタイトルは新しいサブセクションとして、コースアウトラインに表示されます。このサブセクションにコンテンツを追加することができます。

モジュールの追加



 
	　Content Commonsや、自分のワークスペースやワークグループから公開されているモジュールをコースに追加することができます。モジュールを追加するとき、Connexionsはモジュールのコピーをあなたのコースに追加するわではありません。モジュールはContent Commonsに残っています。そして、Connexionsはリファレンスかポインターをモジュールに挿入します。すべてのモジュールは、以下のルールでコースに加えることができます。
      
      
 	同じモジュールを2回以上コースに挿入することはできません。

	モジュールはコースに挿入する前に、Connexionsで公開しなければなりません。

	Content Commonsでのモジュール検索は、タイトル、名前、著者、キーワード、文字列を使用します。




	　検索結果が見つからないなら、Connexionsは検索文字列に関して、いくつかの提案を表示します。
      
Content Commonsからのモジュールの追加



 
	　Content Commonsでモジュールを検索し、コースにコンテンツとして追加するには、以下の手順を行ってください。
 	Course Composerのコンテンツタブをクリックしてください。

	モジュールを挿入したいコースアウトラインのアイテムタイトルをクリックしてください。このアイテムはコースタイトル、セクションタイトル、サブセクションタイトルなどです。

	検索テキストボックスで、モジュールに関連する単語か文字列を入力してください。

	コースのチェックボックスのチェックをはずし、モジュールのチェックボックスを選択したままにしてください。

	Searchをクリックしてください。検索結果が表示されます。検索結果が1ページで表示できない場合は次のページへのリンクも表示されます。

	コンテンツとして追加したいすべてのモジュールのチェックボックスを選択してください。

	Add selected contentをクリックしてください。




選択されたモジュールのタイトルは、選択したセクションの下に表示されます。

ワークスペースやワークグループからのモジュールの追加



 
	　ワークスペースやワークグループから、モジュールをコースに追加するためには、以下の手順を行ってください。	
 	コースとモジュールを含むワークスペースか、ワークグループのコンテンツタブを表示してください。

	必要なモジュールのチェックボックスを選択してください。publishedの状態のモジュールしか追加することはできません。

	Copyをクリックしてください。アイテムがコピーされましたというメッセージが表示されます。

	Course Composerにアクセスするため、コースタイトルをクリックしてください。Pasteボタンは、Cut、Copy、Removeボタンとともに、コンテンツタブに表示されます。
	  

	モジュールを挿入したいセクションタイトルをクリックしてください。

	コンテンツタブのPasteをクリックしてください。




        　追加したモジュールタイトルは、選択したセクションの下のコースアウトラインに表示されます。
      

公開されていないモジュールを追加しようとすると、エラーメッセージが表示されます。追加したいモジュールが公開されているかどうか確認するには、作業領域のコンテンツタブで、Stateコラムを見てください。




Alternate Module Title（コース内でのモジュールタイトル）の作成



 　Content Commonsのモジュールは、著者によってタイトルが与えられています。あなたのコースでは、これらのタイトルは適切ではないかもしれません。印刷バージョンやRoadmap courseviewに表示されるモジュールタイトルを提供することができます。オリジナルの著者のタイトルは、モジュール本文を見るときに表示されます。

	
 	コースアウトラインのコースタイトルをクリックしてください。モジュールレベル、Editタブは画面の右側に表示されます。

	Alternate Titleに新しいモジュールタイトルを入力してください。

	Saveクリックしてください。




　コースアウトラインのモジュールタイトルはこのタイトルに変化します。

モジュールバージョンの選択



 　モジュールをアップデートするか、編集するとき、Connexionsはモジュールの前バージョンをHistoryに保存し、閲覧には最新のバージョンを使用します。すべての新しいバージョンは、バージョンナンバーを与えられます。コースでどのバージョンのモジュールを使用するか選択することができます。

	
 	コースアウトラインのモジュールタイトルをクリックしてください。モジュールレベル、Editタブは画面の右側に表示されます。

	コースで使用したいモジュールのバージョンのラジオボタンを選択してください。ディフォルトでは、最新のバージョンを使用することになっています。

	Saveをクリックしてください。






リンクの追加・編集



 　リンクはマウスクリックで閲覧者に、関連情報や、コースの一部ではない例などを表示することを可能にしてくれます。リンクは個々のモジュールレベル、またはコースレベルにおいて定義されるかもしれません。既存のモジュールのリンクに対するどんな変更も、コースのモジュールのインスタンスとともに表示されるだけです。
既存リンクの削除



 	コースアウトラインのモジュールタイトルをクリックしてください。モジュールのEditタブは画面の右側に表示されます。



	Linksタブをクリックしてください。

	Edit LinksパネルのName、Link Type、Strengthで必要な変更を行ってください。

	表示したくないすべてのリンクのDeleteコラムのチェックボックスを選択してください。

	Update Linksをクリックしてください。



 　変更は、オリジナルの著者のリンクのリストに対して作られ、モジュールを閲覧したとき、Linksサイドバーに表示されるでしょう。
      

モジュールへのリンクの追加



 	コースアウトラインのモジュールタイトルをクリックしてください。モジュールのEditタブは画面の右側に表示されます。

	Linksタブをクリックしてください。

	新しいリンクに入るには、Add a New LinkパネルのEnter a Nameにリンクの名前を入力してください。

	Link Typeのドロップダウンリストから、リンクのカテゴリーを選択してください。

	Link Strengthのドロップダウンリストから、リンクの重要性を選択してください。

	Module IDかLink URLのリンクに入ってください。

	Addをクリックしてください。



 　モジュールが閲覧されたとき、オリジナルへの著者のリンクとともに、そのリンクはLinksサイドバーに表示されるでしょう。
      


コンテンツの編成



 　Course Composerには、コース内のコンテンツアイテムを編成する2つのメソッドがあります。1つ目のメソッドは、アイテムをコンテンツ内、もしくはセクション内で、移動させるために上下の矢印を使用します。2つ目のメソッドは、コースからセクション、またはセクションからセクションへアイテムを移動させるために、CutとPasteボタンを使用します。
      
上下矢印を使用しての編成



 
         　上下の矢印を使って、コース内かセクション内でアイテムを編成するには、以下の手順を行ってください。
         
 	Course Composerのコンテンツタブを選択してください。

	コース内のコンテンツアイテムを編成するために、コースタイトルをクリックするか、セクション内のコンテンツアイテムを編成するために、セクションタイトルをクリックするかしてください。コースのコンテンツの一覧、もしくは選択されたセクションは、画面の右側に表示されます。

	コンテンツアイテムをコースもしくはセクション内の、異なった場所へ再配置するため、Moveコラムの上下の矢印をクリックしてください。外側の2つの矢印はコンテンツアイテムを、最初か最後のポジションに移動します。内側の2つの矢印はコンテンツアイテムを、前後のポジションに移動します。
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Figure 3.6. 
"Title" and "Order" columns


切り取り・貼り付けボタンを使用した編成



 
	　CutとPasteボタンを使って、コースからセクション、またはセクションからセクションへ、アイテムを編成するには、以下の手順を行ってください。

          
 	Course Composerのコンテンツタブを選択してください。

	コース内のコンテンツアイテムを切り取り・絵をするために、コースアウトラインのコースタイトルをクリックするか、セクション内のコンテンツアイテムを切り取り・貼り付けするために、コースアウトラインのセクションタイトルをクリックするかしてください。選択されたセクションかコースのコンテンツ一覧は、画面の右側に表示されます。

	移動させたいコンテンツアイテムかアイテムの左にあるチェックボックスを選択してください。

	Cutをクリックしてください。

	コースアウトライン内で、コンテンツアイテムを貼り付けたいセクションのタイトルをクリックしてください。

	Pasteをクリックしてください。コンテンツアイテムまたはアイテムは、選択したセクションタイトルの下の、コースアウトラインに表示され、オリジナルのコースもしくはセクションタイトルの下から消えます。







コースコンテンツの削除



 
         　コンテンツアイテムをコースかセクションから削除するには、以下の手順を行ってください。
      
 	Course Composerのコンテンツタブを選択してください。

	コースからコンテンツアイテムを削除するために、コースタイトルをクリックするか、セクションからコンテンツアイテムを削除するために、セクションタイトルをクリックするかしてください。そのコンテンツ一覧は、画面の右側に表示されます。

	削除したいオブジェクトのチェックボックスを選択してください。

	Removeをクリックしてください。そうすればアイテムはコースもしくはセクションから削除されます







共同制作者Rolesの割り当て



 　共同作業を行う著者にrolesを割り当てるには、以下の手順を行ってください。

      
 	Course ComposerのRolesタブを選択してください。

	著者にしたい人、maintainer、著作権保有者によるロールへのアクセスを、検索のテキストボックスに入力してください。この人はConnexionsアカウントを持っている必要があります。

	Searchをクリックしてください。検索条件に合ったアカウント保持者の一覧が表示されます。


	必要な共同制作者のチェックボックスを選択してください。

	Add Peopleをクリックしてください。Roles Pending Approval画面の下にが表示されます。

	その人のためにappropriate roleのチェックボックスをチェックしたり、チェックをはずしたりしてください。

	ステップ2～ステップ5までを、共同で作業したいすべての人に対して繰り返してください。

	Update Rolesをクリックしてください。





 　Connexionsは新しい著者に、彼らが次回ログインしたときに、roleの要求が未定であることを通知します。要求が受け入れられると、rolesが与えられます。そして、適切なアクセスパーミッションは適用されます。

Notation Parametersの指定



 　異なったコースのモジュールは、ベクトルや虚数などの同じ項目への、異なった提示方法を使用するかもしれません。これらのアイテムのプレゼンテーションを、表示パラメタとコースで選択することができます。これらのパラメタをコースにセットするには、以下の手順を行ってください。
     
      
 	Course Composerのプロパティタブをクリックしてください。

	必要な記述のラジオボタンを選択してください。ディフォルトでは最初のコラムに現れます。

	Update Propertiesをクリックしてください。





 　Connexionsはコース内のすべてのモジュールのパラメタ表示に、指定された記述を適用します。

コースのプレビュー



 　コース・オンラインを表示するために、Course ComposerのPreviewタブをクリックしてください。このプレビューでは、意図したとおりにコースが表示されるかを確かめることができます。

コースの公開



 　公開されているコースは、インターネット上でそれを閲覧したいすべての人に対して利用可能です。コースが完成したなら、Connexionsで公開してください。

	
 	コースのメタデータ、roles、オンラインバージョンを確認してください。

	Course ComposerのPublishタブをクリックしてください。

	Description of Changesのところに改正に関する短い解説を入力してください。これはコースの改正ヒストリーページに表示されます。

	Publishをクリックしてください。




		
　コースはConnexionsで公開されます。あなたはいつでもそのコースを見つけ、Course Composerで改正することができます。
          

　Connexionsがコースを公開するまえに、コースは任命された著者、Maintainer、著作権保有者を持たなくてはなりません。さらに、コースはいかなる未定のrole requestsも持つことができません。すべてのrole requestsは受理されるか、拒否されるかしなくてはなりません。





既存コースの編集



 　Course Composerで新しいコースを作成するのと同じように、コースを編集することができます。maintainer rolesがあるとコースだけを編集することができます。既存のコースでCourse Composerを使うためには、ワークスペースかワークグループで、以下の手順を行ってください。

	
 	公開コンテンツの検索をクリックして、Search the Connexions repository画面を表示してください。
	  

	コースに関連する単語か文字列を、検索テキストボックスに入力してください。

	モジュールのチェックボックスのチェックを外し、コースのチェックボックスをチェックしたままにしてください。

	Searchをクリックしてください。検索結果が表示されます。

	必要なコースのチェックボックスをチェックしてください。

	Add selected content toのドロップダウンリストから、置かれるコースをワークスペースかワークグループを選択してください。


	Addをクリックしてください。これでコースは指定されたワークスペースかワークグループに追加されます。

	Course Composerでコースを開いてください。そして新しいコースの作成の見出しの下で述べられているように編集してください。







3.3. モジュールの編集*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m10887/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

モジュールとは？



 　モジュールはConnexionsコースの基本的なブロックです。モジュールは、1つのトピックなどを記述してあるフォルダ、イメージ、およびCNXMLファイルとして考えることができます。モジュールの著者はモジュールのサイズを決定します。各モジュールは単独で機能するための、十分な情報を含まなくてはなりません。コースを閲覧している学生にとって、モジュールは特定のトピックに対する単純なWebページです。学生はモジュールにより、彼らのインストラクターが作成したコース経路を通ること、または彼ら自身の経路を見つけることができます。コースをまとめるインストラクターにとって、異なったトピックを異なったモジュールにしておくと、情報の簡単な選択とアレンジができます。コースを作成するとき、インストラクターは他のコースの既存モジュールか、他の専門分野のモジュールを含めることができます。
      
 　新しいモジュールとしてのコンテンツの例はFigure 3.7で示されています。Manage Files画面のファイルタブをあらわしています。
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Figure 3.7. 
"Files" tab of a new module that contains only the index.cnxml file.


Module Statusサイドバー



 
       	    　"Module Status"サイドバーは、モジュールに関する状態情報と、モジュール編集に役立つタスクへのリンクを含んでいます。このサイドバーはモジュールコンテンツの右にあり、以下の項目を含んでいます。
	    
 	State - 
	      モジュールの現在の状態

	Last action - 最後にモジュールに対して実行された行動、行った人、日時

	Actions - 新しいモジュールのため、この項目はContent Commonsにモジュールを公開し、現在の操作を放棄するために、Connexionsページへのリンクを表示します。既存のモジュールを編集するとき、この項目はオリジナルの著者に編集を提案する編集の提案のリンクや、既存モジュールの既存のモジュールのコピーと利用を作成するリンクを表示したりします。
 

	View - 新しいモジュールのためにこの項目は、モジュールのオンラインバージョン、印刷バージョン、およびCNXMLソースを表示するリンクを表示します。また、既存のモジュールを編集するとき、この項目は、最後に公開されたモジュールとワークスペースにあるモジュールとの違いを表示します。





 [image: Figure (statusboxnewmodulej.png)]

Figure 3.8. 
The "Module Status" sidebar for a new module.


モジュールの編集



 　ワークスペースに新しいモジュールを作成するか、既存のモジュールを追加すると、内容、ファイル、画像を追加するなどの編集をする必要があるかもしれません。Manage Files画面かModule Statusサイドバーのボタンで、これらの操作は実行できます。これらの操作を行うための手順は、以下に説明されています。
      
	    
 	CNXMLファイルを編集してください。

	モジュールに関連付けしたいすべてのファイルを追加してください。

	適切な検索キーワードとモジュールタイトルなどを入力して、メタデータを編集してください。

	モジュールのrolesを編集してください。

	linksモジュールへのリンクを追加してください。

	印刷バージョンとオンラインバージョンの両方をプレビューしてください。

	モジュールを公開してください。





　モジュール編集のこれらの操作は、以下のパラグラフで紹介されています。
      

CNXMLファイルの編集



 　ファイルタブは、モジュールに関連しているすべてのファイルの一覧を表示するためのものです。そのファイルは、index.cnxmlというCNXMLでマークアップされたテキストを含んでいます。編集するにはファイル名をクリックしてください。"Edit CNXML File: index.cnxml"画面が表示されます。この画面で、ファイルに対して以下の操作を行うことができます。

	    
 	Export to an XML 
	      Editor

	Export to an External 
	      Text Editor

	Download to a Specific
	      Location for Editing

	Edit Text in 
	      Connexions





　また、他の種類のファイルをインポート／エクスポートし、モジュールをプレビューすることができます。	
 [image: Figure (editmodulej.png)]

Figure 3.9. 
The "Edit CNXML File: index.cnxml" tab.

XMLエディターへのインポート／エクスポート



 　ファイルを編集する適した方法が、XMLファイルを編集するために特別に設計されたソフトウェアパッケージにあります。これを行うため、index.cnxmlファイルは変更されることにより、XMLエディターで読めるようになります。そして、そのファイルはConnexionsからエディターにエクスポートされます。編集を完了すると、ファイルはConnexionsにインポートされ、エディターの読みやすさのため、変更が取り除かれます。モジュールの"Import/Export"タブでインポートやエクスポートの機能を使うと、ディ他の読みやすさのために、自動的に変更を追加・削除します。現在、ConnexionsによってサポートされているXMLエディター形式は、Altova
	 xmlspy®エディターかAltova  authentic®エディターだけです。
 [image: Figure (importexportjp.png)]

Figure 3.10. 
The module "Import/Export" function.

 　XMLエディターで編集するindex.cnxmlファイルをエクスポートするには、以下の手順を行ってください。

	    
	  
 	モジュールコンテンツ画面の編集タブをクリックしてください。

	プルダウンメニューからファイル形式を選択し、Exportをクリックしてください。

	保存を指定してください。

	ファイル名と保存する場所を指定してください。

	XMLエディターを立ち上げ、編集してください。





 
	    index.cnxmlファイルをConnexionsにインポートして戻すには、以下の手順を行ってください。
	    
	  
 	モジュールコンテンツ画面の編集タブをクリックしてください。

	プルダウンメニューからファイル形式を選択し、Importをクリックしてください。

	参照をクリックし、選択した形式のファイルを選択してください。

	Importをクリックしてください。






外部XMLエディター



 　index.cnxmlを編集する別の方法は、XML編集のために設計されたものではない外部のテキストエディターの使用です。モジュールコンテンツを見るとき、小さい鉛筆のアイコンがindex.cnxmlのファイル名の右に表示されたら、注意してください。
外部のテキストエディターでindex.cnxmlを編集するため、このアイコンをクリックしてください。この編集方法はあなたのために、index.cnxmlファイルをダウンロード・アップロードしますが、それはテキストエディターにすぎません。あなたは手動でCNXMLを組まなくてはなりません。CNXMLに詳しくない場合、この方法ではあまり作業ははかどりません。さらにこの方法では、あなたもしくはあなたのシステム管理者が、エディターを利用する前に、この .cnxmlファイルタイプのディフォルトのエディター設定をしななければなりません。さらに、Zope ExternalEditorクライアントをウィンドウズかマッキントッシュの環境にインストールしなければなりません。

モジュールテキストのダウンロード／アップロード



 　index.cnxmlファイルをダウンロードし、テキストエディターで編集することができます。ファイルをダウンロードするには、以下の手順を行ってください。
	   
          
 	編集タブのDownload a copyをクリックしてください。

	保存を指定してください。

	ファイル名と保存する場所を指定してください。

	XMLエディターを立ち上げ、編集してください。





 index.cnxmlをConnexionsにアップロードして戻すには、以下の手順を行ってください。
	    
	  
 	編集タブの参照ボタンをクリックしてください。

	編集したindex.cnxmlファイルを指定してください。

	開くをクリックしてください。

	Upload Fileをクリックしてください。編集されたファイルはConnexionsにアップロードされます。
	    




	


index.cnxmlファイルをダウンロードすると、さまざまなエディターで編集することができます。CNXMLを書いたり、編集したりするにはThe Basic CNXMLを見てください。
            
	  





index.cnxmlの直接編集



 　あなたはConnexionsの編集インタフェースにより、Web上で直接index.cnxmlファイルを編集することができます。直接編集するには、以下の手順を行ってください。
	    
	  
 	モジュールコンテンツ画面内のindex.cnxmlのファイル名ををクリックしてください。The Edit CNXML File: index.cnxml tabが表示されます。

	編集したい箇所のテキストをクリックして、編集を始めてください。

	Saveをクリックして、変更を保存してください。





 　この方法はちょっとした変更に適しています。このエディターは、ほかの多くのテキストエディターに比べ、高度な機能はありません。
作業の保存



 　Connexionsのindex.cnxmlを編集するとき、どのポイントでもSaveをクリックしてください。CNXMLのマークアップをチェックしたい場合、Validate during saveのチェックボックスをチェックして、Saveをクリックしてください。。ページはリロードされ、マークアップにおけるエラーが、ページ上部にリストアップされます。もしエラーがないなら、あなたのマークアップは有効です。そして、Validation resultsの見出しの隣に、File OKという文字が表示されます。

        
 　どんなindex.cnxmlファイルも、有効なCNXMLドキュメントに違いありません。これはファイルが整っており、エラーを含んでいないことを意味します。もしエラーを含んでいれば、ファイルを保存するとき、エラーの説明がピンクのボックスに表示されます。

	      
 Warning
すべてのエラーが改善され、index.cnxmlファイルが有効になるまで、モジュールをConnexionsで公開することはできません。
	      



 [image: Figure (validateerror.png)]

Figure 3.11. 
Example of validation errors




モジュールへの関連ファイルの追加



 　index.cnxmlファイルに加えて、モジュールは画像、ファイル、そしてCNXMLドキュメントなど他のファイルを含むことができます。ファイルタブからこれらのファイルを追加することができます。画像とファイルは、追加する前に作成しておかなくてはなりません。追加中もCNXMLドキュメントを作成することができます。これらのアイテムを追加するとき、Connexionsでこれらのアイテムのインスタンスを作成します。
	
ファイルガイダンス



 関連ファイルをモジュールに追加する前に、ファイルやファイル名に関する以下のガイダンスに注意してください。

            
 	ファイルサイズは10MB以下にしてください。

	ファイル名の最初の文字に数字は使用できません。たとえば、1965mustangphoto.gifというファイル名ではエラーになるので、photo1965mustang.gifなどに改名してください。

	ファイル名にスペースは含めないでください。
たとえばeiffel tower.pngというファイル名ではエラーになるので、eiffel_tower.pngかeiffeltower.pngに改名してください。

	英数字、.（ドット）、-（ハイフン）、_（アンダーバー）だけを使用してください。

	マルチメディアファイルは、登録されたMIME (Multipurpose Internet Mail Extension)が必要です。






モジュールへの画像ファイルの追加



 画像をモジュールに追加するには、以下の手順を行ってください。
	    
	    
 	新規アイテムの作成の隣のテキストボックスの下矢印をクリックしてください。ファイルタイプのドロップダウンリストが表示されます。

	ドロップダウンリストから画像を選択して、新規アイテムの作成をクリックしてください。Edit Imageタブが表示されます。

	参照をクリックしてください。

	適切な画像ファイルを指定してください。

	開くをクリックしてください。参照ボタンの隣のテキストボックスにファイル名が表示されます。

	Saveをクリックして、Connexionsに画像をアップロードしてください。確認メッセージと画像のレビューが表示されます。






モジュールへのファイルの追加



 モジュールにファイルを追加するには、以下の手順を行ってください。
	    
	    
 	新規アイテムの作成の隣のテキストボックスの下矢印をクリックしてください。ファイルタイプのドロップダウンリストが表示されます。

	ドロップダウンリストからファイルを選択して、新規アイテムの作成をクリックしてください。Edit Fileタブが表示されます。

	参照をクリックしてください。	      

	適切なファイルを指定してください。

	開くをクリックしてください。参照ボタンの隣のテキストボックスにファイル名が表示されます。
 

	Saveをクリックして、Connexionsにファイルをアップロードしてください。確認メッセージとファイル情報が表示されます。
 
	      






モジュールへのCNXMLドキュメントの追加



 CNXMLドキュメントをモジュールに追加するには、以下の手順を行ってください。
	    
	    
 	新規アイテムの作成の隣のテキストボックスの下矢印をクリックしてください。ファイルタイプのドロップダウンリストが表示されます。

	ドロップダウンリストからCNXMLドキュメントを選択して、新規アイテムの作成をクリックしてください。Edit CNXML Fileタブが表示されます。

	Edit Directlyボックスに、テキストを入力するか、ファイルをアップロード・インポートすることによって、CNXMLの内容を入力してください。

	Saveをクリックしてください。確認メッセージとCNXMLファイル情報が表示されます。






モジュール内での名前の変更、切り取り、コピー、削除



 　モジュールに追加したファイルに対して、名前の変更、切り取り、コピー、削除ができます。これらの操作はワークスペースレベルで行われるのと同じように、モジュールレベルで行われます。ワークスペースでこれらの操作をどのように行えばよいかは、ワークスペース内のアイテムの削除、ワークスペース内のアイテムの名前変更、ワークスペース内のアイテムの切り取り・コピー
を見てください。

	  

index.cnxmlファイルは名前の変更、切り取り、コピー、貼り付けはできません。
	  




メタデータの編集



 　ユーザがConnexionsのコンテンツを検索することを可能にするためには、モジュールに何らかの情報を持たせなくてはなりません。よって、メタデータをモジュールに入力することはきわめて重要です。

        
 [image: Figure (editmetadatajp.png)]

Figure 3.12. 
Example "Metadata" tab with entries for name, keywords, and abstract.
	    

 メタデータを入力するには、以下の手順を行ってください。
            
          
 	メタデータタブをクリックして、メタデータを表示してください。

	モジュール名をタイトルに入力してください。モジュール名はさまざまな場所に表示されます。
            

	ユーザがキーワード検索で使えそうな言葉をキーワードに入力してください。1行に1つのキーワードを入力してください。

	モジュールの簡単な説明をAbstractに入力してください。モジュールタイトルの下にこれは表示されるので、モジュールタイトルをそのまま入力するのは避けてください。

	Saveをクリックしてください。メタデータが更新されたというメッセージが表示され、モジュールタイトルが変わります。






モジュールのRolesの編集



 　モジュールの作成者として、ディフォルトでは、author、maintainer、copyright holderの3つすべてのrolesを持っています。あなたは他のConnexionsアカウントホルダーに、rolesを与えることができます。"Roles"タブ画面の底の表は、ユーザ名と現在のrolesを表示します。チェックされたチェックボックスは、そのrolesがあることを示します。
        
 [image: Figure (rolesj.png)]

Figure 3.13. 
Example "Roles" tab.

他のユーザにRolesを与える



 
　ユーザにモジュールのrolesを与えたいときは、以下の手順を行ってください。
	    
	   
 	Rolesタブをクリックして、Roles画面を表示してください。

	Searchボタンの隣のテキストボックスに、追加したいユーザ名を入力してください。

	Searchを検索してください。検索結果が表示されます。

	追加したいユーザ名の隣のチェックボックスをチェックし、Add Peopleをクリックしてください。Rolesの表の下に、Roles Pending Approvalの表が表示されます。

	そのユーザに3つのrolesが与えられているか確認してください。ディフォルトではすべてのrolesが与えられます。

	与えたくないrolesがあるなら、チェックボックスのチェックをはずして、Update Rolesをクリックしてください。

	rolesのリクエストがあったことは、そのユーザがログインしたときに表示されます。





 　別のユーザにrolesを与えるか、rolesをアップデートするとき、他のユーザがrolesの変更を受理するまで、rolesは変化しません。ユーザが変更を承認すると、rolesの表に反映されます。approving role requestsを見てください。

	    


rolesの変更は受理されるか拒否されるかしないと、モジュールは公開できません。
	    





Rolesリクエストの閲覧・処理



 　Connexionsでは、同一教材上での共同作業は簡単です。これを行う1つの方法は、コースやモジュールのAuthorやMaintenaceの権限を共有することです。もし他のAuthorがあなたにrolesを与えたなら、彼らと共同作業を行うことができます。そして、Connexionsページの右上に"Pending"サイドバーが表示されます。
	
 [image: Figure (collaborationbox.png)]

Figure 3.14. 
"Pending" sidebar with one role request.

 　Role Requestリンクをクリックして、"Collaboration Requests"画面を表示してください。この画面から以下の事柄が行えます。
	  
	  
 	Requests awaiting your approval

	Requests you have made awaiting others' acceptance

	Completed requests





 [image: Figure (collaborationrequests.png)]

Figure 3.15. 
"Collaboration Requests" screen showing one request awaiting 
	  your approval and one awaiting another author's approval.

Requests Awaiting Your Approval



 　別のConnexionsのauthorが、あなたを彼らのモジュールやコースのauthor、maintainer、cpyright holderとして、rolesを与えてくれるなら、エントリーはCollaboration Requests画面のRequests Awaiting Your Approval部分の下に表示されます。rolesの要求を受理するには、受理したいリクエストの表のチェックボックスをチェックして、Acceptをクリックしてください。
	
 　逆に要求を拒否するには、拒否したいリクエストの表のチェックボックスをチェックして、Rejectをクリックしてください。
	  
	

もしcopyright holderとして、モジュールかコースに加わるように要求されたら、要求を受理する前に、モジュールのライセンスに同意しなければなりません。ライセンスへのリンクは、Licenseコラムの表にあります。
	





Requests You Have Made



 　自分のモジュールかコースに、誰かをauthor、mainainer、copyright holderとして追加する要求を行ったなら、他のauthorが返事をするまで、Collaboration Requests画面のRequests You Have Made部分の下に、エントリーが表示されます。ここから要求の取り消しができます。
	

Completed Requests



 　受理されるか拒否された要求は、Collaboration Requests画面のRequests You Have Made -- Completed部分で表示されます。保存しておく必要がないので、消すことができます。
	



モジュールへのリンクの追加



 　モジュールに関連しているリンクの追加・変数を行うためには、編集インタフェースのリンクのタブをクリックしてください。"Edit Links"画面が表示されます。
        
 [image: Figure (editlinksj.png)]

Figure 3.16. 
The "Links" tab.

 
	    　Linksタブから以下のことが行えます。

	    
 	Add new links

	Edit existing links

	Delete a link




	    　これらのリンクは各モジュールで表示するリンクタブから見ることが可能です。リンクは指定されたカテゴリタイプの下に現れます。例えば、補足のリンクはSupplementalの見出しの下に表示されています。
新しいリンクの追加



 　モジュールに新しいリンクを追加するには、以下の手順を行ってください。
	    To add a new link to a module, use the following steps:
	    
	    
 	リンクの名前をLink Nameに入力してください。

	モジュールIDをModule IDに入力するか、URLをLink URLに入力することで、リンク先を指定してください。モジュールIDを入力したなら、好きなバージョンを指定することができます。

	Link Typeのドロップダウンリストから、リンクの種類を選択してください。

	Link Strengthのドロップダウンリストからリンクの強さを選択してください。5が最も強いリンクです。

	Addをクリックして、リンクを追加してください。






既存リンクの編集



 　モジュールがすでにリンクを含んでいると、画面の上半分にそれらは表示されるでしょう。既存のリンクを編集するには、以下の手順を行ってください。
	    
	  
 	Nameの内容の変更をアップデートして、リンクの名称を変更してください。

	URLの内容の変更をアップデートして、URLを変更してください。

	Link Typeの内容の変更をアップデートして、Link Typeを変更してください。

	Link Strengthの内容の変更をアップデートして、Link Strengthを変更してください。

	Update Linksをクリックしてください。






リンクの削除



 　既存のリンクを削除するには、既存リンク一覧のDeleteコラムのチェックボックスをチェックして、Update Linksをクリックしてください。

	


モジュールのプレビュー



 モジュールを編集した後に、意図したように表示されるかを確かめるべきです。確認はPreviewタブから、以下の方法で見ることができます。

	  
 	Preview the module 
	    on-line

	Preview the module 
	    in a print version (PDF file)

	View the change summary

	View the markup source for 
	    the module



オンラインバージョン



 　オンラインでモジュールを見るには、以下の手順を行ってください。
	    To view a module on-line, use the following steps:
	    
	  
 	Previewタブをクリックして、Preview画面を表示してください。

	Online Previewリンクをクリックしてください。公開されているモジュールと似たようなモジュール画面を表示します。公開バージョンとプレビューバージョンの違いは、モジュールの下部にリンクやタブを含んでいないことです。意図したように表示されているか見てください。

	ブラウザの戻るボタンで、Preview画面に戻ってください。






印刷バージョン



 　印刷バージョンはオンラインバージョンと異なったフォーマットをされます。この違いが必要です。印刷バージョンを見るには、以下の手順を行ってください。
	    
	  
 	Previewタブをクリックして、Preview画面を表示してください。

	Print Previewリンクをクリックしてください。ダイアログボックスが開きます。

	ファイルを開くオプションが選択されていることを確かめて、OKをクリックしてください。モジュールの印刷バージョンが表示されます。

	意図したようにテキストや図が表示されているか見てください。

	使用しているPDF閲覧ソフトで、このPDFファイルを印刷することができます。

	PDF閲覧ソフトを閉じてください。






変更箇所の閲覧



 　既存のモジュールを編集するとき、最新のバージョンと、現在編集しているバージョンの違いを見ることができます。change summaryを見るためにChangesリンクをクリックしてください。昔のモジュールを調べて、どのような変更をお粉高思い出せないときに役に立ちます。
	  
 [image: Figure (changesummaryj.png)]

Figure 3.17. 
The "Changes to" summary.

 　Change Toは、rolesの変更、変更・追加・削除されたファイル名など、モジュールへの変更一覧を表示します。ファイル名をクリックして、変更の簡単な説明を表示してください。

ソースコードのプレビュー



 　時々、それはマークアップソースを閲覧するのに便利かもしれません。モジュールのソースを見るには、Module StatusサイドバーのViewの下のSourceリンクをクリックしてください。最新のマークアップソースは画面に保存されます。

	  


	  この特徴はマークアップエラーを探すときに役に立ちます。
	  






変更箇所の復元



 　編集前の状態にモジュールを戻したい場合、Module StatusサイドバーのActionsの見出しの下のDiscardリンクをクリックしてください。
	


	  もしモジュールが新しくてまだ公開されていないならば、入力したすべての内容は削除され、モジュールは空になるでしょう。
	





モジュールの公開



 　モジュールを作成もしくは、既存のモジュールへの変更を行い、それらをインターネット上の誰からも閲覧可能にするには、公開しなければなりません。モジュールを公開するには、以下の手順を行ってください。
	  
	  
 	Publishタブをクリックして、Publish 
	    Module画面が表示されます。この画面は公開する前に確認しなくてはいけない条項を表示します。

	作業の簡単な説明をDescription of Changesに入力してください。

	Publishをクリックしてください。Connexionsで公開され、インターネット上の誰からも閲覧可能になります。





 [image: Figure (publishj.png)]

Figure 3.18. 
The "Publish" tab.

 　新しいモジュールは変更の必要があるわけではありません、よってDescription of Changesにはコメントのようなものを入力してください。例えば、Created a new module。
	

モジュールを公開する行為は、編集の際にSaveをクリックするのとは違います。Saveで保存された内容は、自分と共同作成者だけが見ることが可能ですが、公開したモジュールは全世界から閲覧可能になります。
	




3.4. コンテンツへのマルチメディアファイルの追加*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m12660/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

概要



 　Connexionsのモジュールには、様々なタイプのマルチメディアファイルを組み込むことができます。このドキュメントでは、以下に示すタイプのマルチメディアファイルをモジュールに組み込む方法を説明していきます。

	
 	画像

	Flash

	動画

	Javaアプレット

	音声ファイル
	

	LabVIEW demonstrations





 　CNXMLのmediaタグを使用することで、様々なタイプのマルチメディアファイルを、ConnexionsモジュールのWebページに組み込むことができます。mediaタグについての解説はCNXML Language Specificationを参照してください。ただしファイルに有効なMIME(Multipurpose Internet Mail Extension)がなくてはなりません。MIMEはASCIIフォーマットに翻訳されることなく、インターネット上で音声や動画ファイルの転送を可能にするプロトコルです。詳しくはMIME
	Typesを参照してください。以降では、各マルチメディアファイルを組み込むためのCNXMLの入力例とその表示結果例を述べていきます。
      
マルチメディアファイル追加の際の注意点



 　マルチメディアファイルをモジュールに組み込む場合、以下の事に注意してください。

       	  
 	
このモジュールで示されているCNXML例は特定のメディアを表示するためのものでるので、もしこれらをコピーしてあなたのモジュールに入れるのなら、あなたの環境に合うようにCNXMLを編集してください。

	
モジュールで表示したいメディアファイルのために、属性タイプはMIMEタイプとマッチしなくてはなりません。例えば、もし画像ファイルをPNG形式でモジュールに追加しようとするなら、属性タイプはimage/pngでなければなりません。入力は以下のように行ってください。

	  	 

			
	  	    <media type="image/png" src="mypicture.png"/>
	  	
		

	

	
有効なMIMEタイプがあるならば、どのようなタイプのメディアファイルも使用することができます。


	マルチメディアファイル追加のサポートを必要とするか、このモジュールに記載されている以外のファイルに関する質問がありましたら、techsupport@cnx.rice.eduに連絡してください。       	  

	
		paramタグで、オプションやパラメタを制御することができます。







画像



 　画像ファイルの種類とConnexionsモジュールで使用されるMIMEタイプは以下の通りです。
	
 	eps - mime-type="application/postscript"

	png - mime-type="image/png" 

	jpeg - mime-type="image/jpeg"

	gif - mime-type="image/gif"




　上記がすべてではありません。有効なMIMEタイプがある画像なら使用することができます。
      
 　モジュールに画像を埋め込むには、以下のようにCNXMLを入力してください。
	 

	  <figure id="figure-01" orient="horizontal" display="block">
	    <name>Example Figure</name>
	    <media id="envimg" alt="An envelope w/ tall text.>
              <image type="image/png" src="envelope-taller.png"/>
	    </media>
	    <caption>A graphic image displayed as a figure.</caption>
	  </figure> 
	
	


 　mediaタグのsrc属性には、モジュールで表示したい画像を、場所かソースで指定します。画像がアップロードするか、インターネット上のほかの場所に保存されたイメージの完全なURLを持っている場合、この属性はファイル名のみになる場合があります。
 　実際の画面は以下のようになります。	 
 [image: Example Figure (envelope-taller.png)]
Figure 3.19. Example Figure
A graphic image displayed as a figure.



 　subfigureタグを使用することで、あなたは1つの図の中に2つの画像を置くことができます。これは、画像を左右や上下に並べて表示したい場合に役に立ちます。2つの画像を1つの図の中に表示するには、以下のようにCNXMLを入力してください。


	 

     <figure id="figure-2" orient="horizontal" display="block">
        <subfigure id="subfigure-1">
          <title>Tall Icon and Envelope</title>
          <media id="tallenv" alt="An envelope w/ tall writing.">
            <image mime-type="image/png" src="envelope-taller.png"/>
          </media>
          <caption>
          Subfigure 1.
          </caption>
        </subfigure>
        <subfigure id="subfigure-2">
          <name>Small Icon and Envelope</name>
          <media id="smallenv" alt="An envelope/ small writing.">
            <image mime-type="image/png" src="envelope.png"/>
          </media>
          <caption>
            Subfigure 2.            
          </caption>
        </subfigure>
 	<caption>Two images displayed horizontally in one figure.</caption>
     </figure>
	  
	


 　実際の画面は以下のようになります。

	
	 <db:title>Tall Icon and Envelope</db:title> [image: Tall Icon and Envelope (envelope-taller.png)](a) 
          Subfigure 1.
          

	 <db:title>Small Icon and Envelope</db:title> [image: Small Icon and Envelope (envelope.png)](b) 
            Subfigure 2.            
          



Figure 3.20. 
Two images displayed horizontally in one figure.



 　orient属性はhorizontalかverticalという値を持つことができます。それにより画像がどのように配置されるか指定することができます。
      
オンライン・印刷の両バージョンでの画像の使用



 　オンラインで画像を閲覧するときは適切なサイズで表示されるが、印刷時に大きくなってしまう場合、印刷バージョンのための画像ファイルの追加ができます。eps形式でフォーマットされた画像ファイルは印刷に適しています。同じ画像のeps形式ファイルとpng形式ファイルがモジュール内にある場合、Connexionsは印刷時のPDFファイル生成にはeps形式を、オンラインでモジュールを表示するにはpng形式を使用します。
	
 　印刷バージョンのための追加画像ファイルの追加方法は以下のようになります。

	  
 	画像ファイルのeps形式バージョンを作成してください。そして適切なサイズにしてください。

	
			eps画像ファイルのメディアタイプ入力を、index.cnxml内に挿入してください。画像ファイルは同じ名前を持たなくてはなりません。例えば"image1.png"(オンライン)であれば、"image1.eps"(印刷)となります。


	eps画像ファイルをモジュールに追加してください。




	  　CNXMLコードの例です。	   

		
	    <figure id='printimage'>
	     <media type='application/postscript' src='image.eps'>
	      <media type='image/png' src='image.png'/>
             </media>
            </figure>
	    
	

	

印刷画像(eps）の入力は、オンライン画像(png)の入力の上に現れなくてはなりません。オンライン画像の入力はインデントされ、入れ子にされていなければなりません。
	  





大きいサイズへのリンクを持った画像の作成



 　画像をクリックすると、画像を大きなサイズで見ることができます。以下がその方法です。

	  
 	画像ファイルのサムネイルサイズバージョンを作成してください。

	以下の例で示されているように、フルサイズとサムネイルサイズのメディアタイプ入力を挿入してください。

	フルサイズとサムネイルサイズの画像をモジュールに追加してください。




	  　CNXMLコードの例です。	   

	    <figure id='thumbnail' orient="horizontal" display="block">
            <media id="taj" alt="An image of the Taj Mahal"/>
	     <image type='image/png' src='TajMahal_medium.jpg' thumbnail='TajMahal_Thumb.jpg'/>
            </media>
            </figure>
	    
	

	　実際の画面は以下のようになります。
	   
 [image: Figure (TajMahal_medium.jpg)]
Figure 3.21. 
Photograph of the Taj Mahal taken by Steve
	  Evans.  It is licensed for public use under the
	  Creative Commons Attribution License.





Flash



 　Flashをモジュールに挿入することができます。CNXMLコードの例です。

	 

         <figure id='flashfig' display='block' orient='horizontal'>
	  <media>
           <flash mime-type="application/x-shockwave-flash" src="flash.swf" height='250' width='250'/>
          </media>
	  <caption>"Welcome to Connexions" example Flash object.</caption>
         </figure>
	  
	

	　Flashは画像や動画が表示されるのと同じように、モジュール内で表示されます。

          
(This media type is not supported in this reader. Click to open media in browser.)
Figure 3.22. 
"Welcome to Connexions" example Flash object.




上記の例は説明のため、figureタグ内に記述されています。figureタグは、モジュール内でこれらのメディアファイルを含めるのに必要ではありません。



動画



 　以下のリストはモジュールに含めることができる動画形式のリストです。これらのタイプと、Webページに挿入できる他のタイプの動画を埋め込むことができます。
      
 	quicktime

	mpeg





 　以下のようなコードによって、動画をモジュールに追加することができます。
	 

	<figure id='moviefig2'>
          <media id="pastvid" alt="A video clip about building on the past.">
	     <video mime-type="video/mpeg" src="Building_on_the_Past.mpg" width='450' height='400' autoplay='false'>
	  </media>
	  <caption>The Creative Commons movie: "Building on the Past". 
	 Click the Play button to start the movie.</caption>
	</figure>
	  
	

	　実際の画面は以下のようになります。
	
(This media type is not supported in this reader. Click to open media in browser.)
Figure 3.23. 
The Creative Commons movie: "Building on the Past". 
	    Click the Play button to start the movie.




上記の例は説明目的のため、figureタグ内に記述されています。figureタグは、モジュール内でこれらのメディアファイルを含めるのに必要ではありません。



Javaアプレット



 　以下のようなコードによって、Javaアプレットをモジュールに追加することができます。
	 

	<figure id="javafig">
          <media id="javapiece" alt="An animated java applet.">
            <java-applet mime-type="application/x-java-applet" src="PhasorDemo.class" width='430' value='500'/>
	  </media>
          <caption>3D Animation of a Complex Sinusoid. Click the Run button 
           to start the animation.</caption>
        </figure>
	  
	

　実際の画面は以下のようになります。
	
(This media type is not supported in this reader. Click to open media in browser.)
Figure 3.24. 
3D Animation of a Complex Sinusoid. Click the Run button 
	    to start the animation.



　グラフィックがうまく表示されないなら、コンピュータにJavaプラグインをインストールするか、またはアップグレードさせる必要があります。java.comにアクセスし、最新版のJavaプラグインをダウンロードしてください。
      

上記の例は説明目的のため、figureタグ内に記述されています。figureタグは、モジュール内でこれらのメディアファイルを含めるのに必要ではありません。



音声ファイル



 　MP3、リアルオーディオ、WAVファイルなどの音声ファイルを簡単にモジュールに入れることができます。モジュールに音声ファイルを入れるには、対応する音声ファイルをアップロードしてください。そして以下のようなコードをindex.cnxmlに入力してください。
	 

      	 <figure id='musicscale'>
      	  <media id="soundbite" alt="A small sound snippet of a chromatic scale.">
      	     <audio mime-type="audio/x-wav" src="chromatic_slurred.wav"/>
      	  </media>
      	  <caption>A chromatic scale performed on clarinet by Michael Lawrence.</caption>
         </figure>
	  
	


 　実際の画面は以下のようになります。
      	 
(This media type is not supported in this reader. Click to open media in browser.)
Figure 3.25. 
A chromatic scale performed on clarinet by Michael Lawrence.




上記の例は説明目的のため、figureタグ内に記述されています。figureタグは、モジュール内でこれらのメディアファイルを含めるのに必要ではありません。



LabVIEW Demonstrations



 　モジュールにLabVIEW demonstrationsを含めることについての情報は、Creating LabVIEW demonstrations for Connexionsを参照してください。


      

メディアタイプパラメタ



 　いくつかのマルチメディアファイルが適切に表示されるには、オプションかパラメタを必要とします。paramタグでこの情報をマルチメディアファイルに与えることができます。このタグはmediaタグに含まれていて、mediaタグの変更を必要としません。paramタグの解説はCNXML Language Specificationを見てください。

 　動画ファイル(mpg)のparamタグ入力の例です。

      	 

		
      	 <media type="video/mpeg" src="testmovie.mpg">
       	   <param name="width" value="300"/>
      	   <param name="height" value="300"/>
      	 </media>
      	  
	

	

動画、Flash、Javaアプレットすべてに対して、オンライン上で表示される高さと幅のパラメタを含める必要があります。ディフォルトの単位はピクセルです。前の例では動画は300x300ピクセルで表示しています。
      	




 　異なったタイプのマルチメディアファイルは、異なったタイプのパラメタに対してサポート、応答を行います。異なったタイプのマルチメディアファイルのパラメタの例です。

      
 	Images (image/*): height, width, title, alt

	Flash (application/x-shockwave-flash): height, width, base

	Video (video/*): height, width, classid, codebase, autostart

	Java Applets (application/x-java-applet): height, width, 
      code, codebase, archive

	Audio (audio/*): title, volume

	LabVIEW (application/x-labview): viinfo 
      (See Creating LabVIEW demonstrations for Connexions 
      for more information.)




	

paramタグで、XHTMLドキュメントに挿入されたファイルのランタイム設定を指定することができます。

      




Params and Alternate Images



 　オンラインバージョンで表示される動画を、印刷バージョンでは静止画として表示したい場合は、以下のように記述してください。

      	 

		
         <media type="video/mov" src="howto.mov">
           <param name="height" value="250" />
           <param name="width" value="250" />
           <media type="image/png" src="novideo.png />
         </media> 
      	  
	





3.5. 既存のモジュールのコピーと利用*



はじめに



 　Connexions における Derive Copy (派生的なコピー)機能は、Conexions で公開されているあらゆるモジュールを元にして、それらを発展させたあなた独自の module を公開することを可能とする機能です。この作業は、あなたが改変したい既存のモジュールをコピーすることから始まります。Derive Copy の機能は、複数の著者が共同作業を行うための機能ではありません。既存のモジュールの著者に内容の訂正を推奨する場合には、Suggest Edits 機能を使用して下さい。
        
注意事項

        あなたが Derive Copy 機能により既存のコンテンツを改変して作成した成果は、あなたの作業時におけるオリジナルの内容に対する派生物です。オリジナルのコンテンツが後日変更されたとしても、あなたのワークスペースに存在するコピーの内容にまで変化が及ぶわけではありません。
	



      
 
　オリジナルの内容の改変は、 
Creative 
Commons	Attribution License(CCAL) の下で許されるものとします。このライセンス条項は、すべての Connexions コンテンツに共通に適用されています。あなたがオリジナルを改変した派生物を公開した場合、Connexions はCCALに基づきコンテンツのライセンスの帰属を示す表示（オリジナルのコンテンツおよびその著者）を自動的に追加します。
      

利用法



 
　Derive Copy 機能には、主に以下の二つの利用法があります。 

	
 	既存のモジュールをテンプレートとして、新しいモジュールを作成することがで
                きます。たとえば、あなたが作ろうと思っているコンテンツと似たモジュールを
                見つけたら、あなたは Derived Copy 機能を利用してそのコンテンツのコピー 
                を作成し、あなたの新しいモジュールの出発点とすることができます。
	  

	既存のモジュールとよく似ていて、しかし少し内容を変えたい場合に便利です。
                たとえば、あなたの講義で利用したい既存のモジュールを見つけてあなたの講義
                で使用するためにモジュールの内容を少し変更したいという場合を考えましょ
                う。そのモジュールの変更を行う権限があなたにない場合、あなたはそのモ
                ジュールの著者に連絡を取り、
                変更希望を伝えることになるでしょう。
                しかし、そのモジュールの原著者はあなたの申し出には同意しないこと
                でしょう。なぜならそのモジュールは、原著者の講義の目的に沿うように作られ
                ているからです。あなたはそのモジュールを変更したいと強く思うに違いありま
                せん。Derive Copy 機能によりコピーを作成し、あなたの変更を加えれば、
                あなた自身の目的にかなう新しいモジュールを作成できるのです。
 	  




      

Derived Copy を作成する



 　モジュールエディタの機能により、あなたのワークスペースまたはワークグループに Derived Copy を作成することができます。手順を以下に示します。 

 	あなたがコピーしたいモジュールをコンテンツの
 サーチページ
から検索します。　　


	検索結果の中で、希望のモジュールにチェックボックスをつけて選択し、Addボタンによりあなたのワークスペースまたはワークグループにそのモジュールを加えます。


	モジュールのタイトルをクリックして、モジュールエディタを起動します。 


	画面一番右側の"MODULE STATUS"メニューの中の"Actions"見出しの中にある Derive Copy をクリックします。


	Content Commons Attribution License に同意する旨のチェックボックスをチェックします。


	画面下側のYes, Create Copyボタンをクリックします。
          "File" タブをクリックすると、derived copy によってコピーされたモジュールを構
           成するファイルがモジュールエディタにより一覧表示されます。この時点で、あなたの
           ワークスペースまたはワークグループ内にこれらの構成要素(テキストや図などの画像
           ファイル)からなるモジュールが新しく準備された状態になっています。
	  





　この新しいモジュールに含まれる構成要素（ファイル）は、オリジナルのモジュールを構成する構成要素と全く同じです。メタデータも 「roles」 を除いて同一です。あたらしい 
「roles」 では、あなたがこのモジュールの著者・保守者・著作権保有者であることが示されています（言うまでもありませんが、これらの権限は、オリジナルのモジュールの権限に付加される形の権限であり、オリジナルの権利は留保されています）。あなたはモジュールを構成するファイル・メタデータ・roles・そしてリンクを必要に応じて自由に編集できます。この扱いは、あなたが新たに作成した新しいコンテンツを自由に編集できることと同一です。以上のようにしてあなたが編集したモジュールについて、モジュールの原著者に著作権の放棄を申請することもできます。しかしその際には、関連するroleの変更について充分な検証が必要となります（訳注：日本の著作権法では、著作権の放棄はできませんが、自分の権利を主張しないで下さいという要請はできるかもしれません）。
	
 
　Derived Copy によりあなたが作成したモジュールを公開すると、Connexions は自動的にコンテンツのライセンスの帰属を示す表示（オリジナルのコンテンツおよびその著者）を自動的に追加します。この表示は、オリジナルのモジュールにリンクされているので、読者はあるモジュールがどれを基にしたモジュールであるかを判別することができます。
	


3.6. 編集の提案*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m11817/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

 　ConnexionsのConnexions Edit機能を使うと、Connexionsアカウントをもっている人ならだれでも、maintainerにモジュールなどの変更を提案することができます。maintainerとは、モジュールの最後の行のMaintained Byの後ろに名前がある人のことです。Suggest Editsはモジュールのmaintainerに変更を提案するだけなので、提案する側にコンテンツを変更する許可は必要ありません。実際はコンテンツを変更しているのではありません。そして変更を提案しようとする人がmaintainerを知っている必要もありません。すべてのmaintainerは、提案された編集に対する通知を受け取り、それを受理するかどうかを決定することができます。このドキュメントでは、編集の提案方法と、maintainerのオプションについて述べます。

       


あるモジュールに対してmaintainerのrolesを持っている場合は、そのモジュールへSuggest Editの機能を使用することはできません。なぜなら、maintainerのrolesがあれば編集できるからです。
    




Maintainersへの編集の提案



 　Suggest Edits機能は、モジュール内容の変更に参加することから、共同作業の形を取っていると言えます。それらは誤字・脱字の指摘、リンクの追加、キーワードの変更などの簡単な編集から、新しい教材の追加という大きな編集までさまざまです。
      
 　Connexionsのモジュール編集を提案するには、以下の手順を行ってください。

	
 	ワークスペースにモジュールを追加してください。

	モジュールにアクセスし、編集画面で必要な編集を行ってください。

	(任意で)StatusサイドバーのViewのChangesリンクをクリックして、変更内容を確認してください。

	StatusサイドバーのActionのSuggest Editリンクをクリックしてください。Suggest Edits画面が表示されます。

	Description of Editsというテキストボックスに行った編集の説明を入力してください。これはmaintainerに報告されます。

	Send Editsをクリックしてください。
編集はmaintainerに提出されましたというメッセージと伴に、Manage Files画面が再び表示されます。maintainer側には、あなたの提案を使用するかどうか決める権利があります。maintainerが提案に対して何らかの行動をすると、彼らはその行動に対する説明を入力しなければなりません。それは提案の状況を調べると分かります。 	  





 　編集後にモジュールを発行しようとすると、Publish moduleページは、あなたにこのモジュールの新しいバージョンを公開する権利がないと警告します。このページは2つの実行可能な2つの提案をしてくれます。1つ目はモジュールのmaintainerに編集の提案をすること。2つ目はこのモジュールに基づいた新しいモジュールを作成することです。編集の提出を選択するなら、ステップ3のSuggest Edits画面が表示されます。そうではなく新しいモジュールの作成を選択するならDerive a Copy画面が表示されます。
      

提案された編集の受理と拒否



 　Suggest Edit機能は、あなたのコンテンツのため、多くの異なったソースから変更と提出を集めるためのツールであるかもしれません。もう不可解なメールでのコンテンツ変更の提案は届かないでしょう。変更内容とそれがどこにあるかを見ることができます。あなたのモジュールに対して、誰かが編集を提案すると、あなたが次にログインしたときに通知があります。Connexionsホームページの右上のPendingサイドバーは、Suggested Editリンクを表示します。このリンクから提案内容を見ることができます。そして、それらの編集を使用するかどうかを決めることができます。

      

 [image: Figure (SuggestEditPending.png)]
Figure 3.26. 
Pending Sidebar with one Suggested Edit



提案された編集のレビュー



 　提案された編集を見るには、以下の手順を行ってください。

	
 	
PendingサイドバーでSuggested Editリンクをクリックしてください。Suggested Edits画面が表示されます。この画面はあなたのモジュールに対して提案された編集と、あなたが提案した編集のすべてが表示されます。また提案者のユーザ名、提案日時、提案者からのメッセージ、提案の状態も表示されます。


	
EditコラムでViewをクリックして、提案された編集を見直してください。編集の詳細は画面に表示されます。この画面は前の画面と同じ情報を含んでいます。

	  
      
 [image: Figure (SuggestedEditDetails.png)]
Figure 3.27. 
Details of a suggested edit to a module


変更、削除、追加されたすべてのファイルの詳細が表示されます。


	
ファイル名をクリックして中身を見てください。削除された行は「-」が左にあり、追加された行は「+」が左にあります。「-」がある行はオリジナルの行を含み、「+」がある行は変更箇所を含みます。


	
提案された編集を使用するかどうかを決めてください。使用したいならApplying Suggested Editsに行ってください。使用したくないならRejecting Suggested Edits.に行ってください。







提案された編集の受理



 　提案された編集を適用するには、以下の手順を行ってください。

	
 	
変更を適用したいワークスペースのラジオボタンを選択してください。ワークスペースの表は既にモジュールが存在している場所をリストアップします。Otherを選択することで異なったワークスペースを指定することができます。そしてConnexionsはそのモジュールを調べるでしょう。


	


Click
Apply Inをクリックしてください。Accept Suggested Edits画面が表示されます。


	
Commentsテキストボックスの編集の受理についてのメッセージを入力して、Updateをクリックしてください。提案者が次に画面を表示したときに、そのメッセージは見られます。モジュール編集画面は、編集の提案が受け入れられたというメッセージを表示します。


	
モジュールを公開してください。





	


	変更をすべての人に見えるようにモジュールを公開しなければなりません。	





提案された編集の拒否



 　提案された編集拒否するには、以下の手順を行ってください。

	
 	Rejectをクリックしてください。Reject Suggested Edits画面が表示されます。
	  

	Commentsテキストボックスの編集の拒否についてのメッセージを入力して、Updateをクリックしてください。提案者が次に画面を表示したときに、そのメッセージは見られます。モジュール編集画面は、編集の提案が拒否されたというメッセージを表示します。
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About Connexions

                    Since 1999, Connexions has been pioneering a global system where anyone can create course materials and make them fully accessible and easily reusable free of charge. We are a Web-based authoring, teaching and learning environment open to anyone interested in education, including students, teachers, professors and lifelong learners. We connect ideas and facilitate educational communities. Connexions's modular, interactive courses are in use worldwide by universities, community colleges, K-12 schools, distance learners, and lifelong learners. Connexions materials are in many languages, including English, Spanish, Chinese, Japanese, Italian, Vietnamese, French, Portuguese, and Thai. 
                

Chapter 1. Connexionsの概要



1.1. Connexionsの紹介*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m10884/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

概要



 
　Connexionsは、教育と研究教材のためのウェブベースのドキュメント作成とマネージメントシステムです。Connexionsには2つのパートが存在しています。1つ目はこれらの教材や、その教材を作成、管理、利用するためのソフトウェアツールを含む共同コンテンツです。2つ目はConnexionsの作業とその一部のツアーであり、それはConnexionsのWebページの概要というタブの下に表示されます。
      
 
　Connexionsは設計当初から、教材の共同開発と自由な利用ができるように設計されました。
指導者と著者はあらゆる目的のために、この教材に変更を加えることができます。Connexionsは、地球規模の教育コミュニティに貢献し、知識を共有・推進するために、これらの情報資源を管理する学生、指導者、そして著者を助ける目的から、フリーオープンソースのソフトウェア・ツールを提供しています。これらすべてはCreative 
        Commons Attribution license.の下で許されるものとします。
        
      
 
　Connexionsユーザには3つの一般的な種類があります。
	
 	Students - 授業の準備のため、オンラインで情報にアクセスしConnexionsを使用する。

	Authors - モジュールと呼ばれるドキュメントファイルにコンテンツを入力する。

	Instructors - 関連するモジュールを特定の順序で結びつけることによって作成されたドキュメント、いわゆるコースを作成します。





 
        　Connexionsシステムを使い始める前に、あなたは必要なソフトウェアがすべてあるかどうか確かめなければなりません。あなたが必要とするであろうソフトウェアや、あなたのダウンロードを助けてくれるであろうリンクの一覧表作成のため、Connexions Quick Start 
        Guideを訪問してください。
      

Connexionsホームページ



 
	　Connexionsホームページは、あなたがConnexionsを使用する出発点であり、以下の項目を含んでいます。

	
 	ホーム、概要、コンテンツ、ソフトウェア、ヘルプタブ

	Breadcrumbナビゲーションバー

	検索

	Quick Start

	Courses

	パーソナルツールバー

	ナビゲーションサイドバー
           

	ログインサイドバー

	概要サイドバー

	e-Mailbagサイドバー

	What's Newサイドバー

	ワークスペースサイドバー




	
	　これらの項目は、他のConnexionsのWebページにも表示されます。

	
 [image: Figure (ConxHP.PNG)]
Figure 1.1. 
Connexionsのトップページ



ホーム、概要、コンテンツ、ソフトウェア、ヘルプ



 
        　Connexionsホームページの左上に、ホーム、概要、コンテンツ、ソフトウェア、ヘルプという名前のタブがあります。これらのタブをクリックすると、以下のConnexionsページが表示されます。

       
 	ホーム 
           Connexionsのトップページへ戻ります。

	概要 
           Connexionsの動作環境、スタッフ、コンタクト情報など、Connexionsについてのより詳細な情報へのリンクを含むページを表示します。

	コンテンツ 
           タイトル、著者、もしくはキーワードによるモジュールリストや、コースリストを表示します。

	ソフトウェア 
           Connexionsソフトウェアやツールへのリンクを含むConnexsions Technologyページを表示します。

	ヘルプ 
           インストールリファレンスや、Connexsionsについての疑問に答えるヘルプページを表示します。






ナビゲーションバー



 
	 
        　現在の場所を示すBreadcrumbナビゲーションバーは、ホーム、概要、コンテンツ、ソフトウェア、ヘルプのタブの下に表示されています。このナビゲーションツールは、Connexions内部での現在のページの位置を表しています。現在の場所の中で、任意の場所をクリックすると、そのページに戻ることができます。この機能はワークグループ内のコンテンツで作業した後に、ワークグループのトップページに戻る時などに役に立ちます。	
        
 [image: Figure (breadcrumbtrailj.png)]
Figure 1.2. 
Breadcrumbナビゲーションバー


検索



 
	  　Connexionsのトップページの右上のテキストボックスと検索ボタンを使用することで、特定のモジュールやコースを探すことができます。名前、キーワード、コースタイトル、モジュールタイトル、オブジェクトIDなどををテキストボックスに入力し、検索をクリックしてください。Connexsionsは検索条件に合ったすべてのモジュールとコースの一覧と表示します。モジュールかコースを見るには、タイトルをクリックしてください。 

	

クイックスタートリンク



 
          　Connexionsのトップページの右上でこのリンクをクリックすると、"Connexions Quick Start Guide"ページが表示されます。このページは、AuthorとInstructorのConnexionsのコンテンツ作成の開始を助けます。
	

コースリンク



 
          　Connexionsのトップページの右上のこのリンクはConnexions Content Commonsの現在のコース一覧を表示します。コースタイトル、団体、もしくは指導者によって分類されており、簡単にコースを探すことができます。閲覧するには、コース名をクリックしてください。
	

パーソナルツールバー



 
          　パーソナルツールバーはQuick StartとCoursesのリンクの下に位置しています。このツールバーのオプションは、システムにログインするかどうによって異なります。
 	
 
          　もしあなたがConnexionsにログインしていないか、Connexionsのアカウントを持ってない場合、このツールバーで以下の動作を実行することができます。
         
       
 	ログイン - システムへログインします。

	バグ報告 - Connexionsへバグを報告します。

	ユーザ登録 - Connexionsアカウントを申請します。




	
 [image: Figure (bfloginPB.PNG)]
Figure 1.3. 
ログイン前のパーソナルツールバー



 
          　Connexionsにログインしたなら、このツールバーで以下の動作を実行することができます。
          

         
 	マイワークスペース - パーソナルワークスペースを表示します。

	ユーザ情報 - ユーザ情報の変更や環境設定を行います。

	バグ報告 - Connexionsへバグの報告をします。

	ログアウト - システムからログアウトします。




	
 [image: Figure (afloginPB.PNG)]
Figure 1.4. 
ログイン後のパーソナルツールバー




ナビゲーションサイドバー



 
          　このサイドバーは、Connexionsについての有用な情報へのリンクと、あなたがホーム、概要、コンテンツ、ソフトウェア、ヘルプのタブを通してアクセスできる情報と同様のものを含みます。
  	

ログインサイドバー



 
          　もしConnexionsアカウントを持っているなら、あなたはこのサイドバーでシステムにログインできます。さらに、あなたのパスワードをリセットするリンク（忘れた時のため）と、新しいConnexionsアカウントを作成するページへのリンクがあります。下図はシステムにログインしてない場合のサイドバーです。

	
 [image: Figure (LoginSB.PNG)]
Figure 1.5. 
ログインサイドバー




スポットライトサイドバー



 
          　このサイドバーは、Connexionsのコンテンツのため、大きな貢献をしていただいたConnexionsのAuthorを特集しています。Authorの写真は彼らの仕事の解説と、彼らのConnexionsコンテンツへのリンクとともに表示されます。  	

e-Mailbagサイドバー



 
          　このサイドバーはConnexionsに送られたユーザのコメントの例を表示します。他のユーザのコメントへのリンクもあります。
  	

What's Newサイドバー



 
          　このサイドバーはConnexionsへの最新の開発に関するニュースへのリンクを含んでいます。
  	

ワークスペースサイドバー



 
          　このサイドバーは個人的なワークスペース、メンバーに登録されているワークグループ、そしてワークグループを作成できるワークグループの作成へのリンクを含んでいます。この項目はシステムにログインした時だけ表示されます。

	
 [image: Figure (WSSB.PNG)]
Figure 1.6. 
ワークスペースサイドバー





アカウントのリクエスト



 
	　Connexionsアカウントを申し込むには、以下の手順を行ってください。

	
 	ログインサイドバーの新しいユーザをクリックしてください。Request a Connexions Accountページが表示されます。

      
 [image: Figure (accountreq.png)]
Figure 1.7. 
Request a Connexions Accountページ


	あなたのタイトル、名前、Eメールアドレス、およびホームページURLを入力してください。フォーム名の横に赤い正方形がある項目は必ず入力してください。

	Continueをクリックし、Account Request: Select Usernameページを表示します。

	ユーザ名を入力してください。最初の入力に元づき、提案されたユーザーネームの一覧が表示されます。

	（任意で）参考のために研究分野を入力してください。どのようにConnexionsを見つけたかを示してください。何かコメントがあれば入力してください。さらに新しい機能をテストすることを手伝ってもかまわないかどうかを示してください。

	Continueをクリックし、Account Request: Confirmationページを表示します。

	サイトライセンス協定に目を通してください。

	サイトライセンスを読み、同意するなら、チェックボックスにチェックを入れてください。

	Request Accountをクリックし、Account Request Completeページを表示します。ConnexionsからEメールがあなたのアドレスに送られます。そのEメールには、あなたのアカウントを起動するための指示が書いてあります。






ログインとログアウト



 
        　Connexionsにログインするには、ログインサイドバーに、ユーザ名とパスワードを入力し、。ログインをクリックしてください。
      
 
        　いったんログインすると、ログインサイドバーはワークスペースサイドバーになります。マイワークスペースとユーザ情報のリンクがパーソナルツールバーに表示されます。
       
 
        　ログアウトするには、Connexionsのトップページの右上、パーソナルツールバーにあるログアウトをクリックしてください。
       


1.2. バグの報告*



バグ報告の提出



 
    　優れたソフトウェアパッケージでも、時には欠陥が存在することがあります。このような欠陥や バグを、Connexionsのトップページの上と、他のConnexionsのWebページのパーソナルツールバー上にある。バグの報告というリンクからConnexionsチームへ報告してください。
    
 
      　バグを報告するには、以下の手順を行ってください。

      
 	Report a Bugのリンクをクリックし、Bug Report Submission Form画面を表示します。

	あなたの名前を入力します。

	あなたのEメールアドレスを入力します。

	モジュールへアクセスしている時にエラーが発生したなら、そのモジュールIDを入力してください。たとえばm999999という風に。もしモジュール番号がわからないなら、モジュールを調べるか、AboutかHistoryページを表示してください。モジュールIDはそれらのページに載っています。

	エラーの特徴を指定してください。Typeというプルダウンメニューから適切なエラーの特徴を選択してください。

	エラーの影響の大きさを指定してください。Severityというプルダウンメニューから適切な影響の大きさを選択してください。

	バグの概要をTask Titleという１行のテキストボックスに入力してください。

	Descriptionというテキストエリアに、エラーの状況に関する説明を入力してください。エラーに至るまでの、あなたの行動、システムの動作などを含めて書いてください。可能ならば、エラーを引き起こすまでの段階的な流れをできるだけ示してください。

	Submit Bugをクリックして、Connexionsトラッキング・システムにバグを報告してください。



Resetを押せば、あなたの入力をリセットできます。	
    

バグ報告の提出のヒント



 
      　私たちが迅速にバグを修復するために、以下のようなことに注意してバグの報告を行ってください。 

      
 	まず最初に、 エラーメッセージが表示されている画面をすぐに閉じないでください。エラーメッセージは重要な情報を含んでいます。もしそのことをやり忘れて、Bug Report Submission 
	FormやHelpページに行ったなら、ブラウザの戻るボタンでエラーメッセージを再表示してください。

	エラーページをコピーしておいてください。エラーメッセージが表示される場合、そのメッセージをコピーし、それをバグ報告に添えてください。私たちのシステムはHTMLに重要な情報を含んでいる場合があるので、エラーメッセージのHTMLソースも含んでいただけると助かります。エラーメッセージが表示されている時、右クリックで、ブラウザのView SourceやView Page Sourceなどのオプションを選択し、HTMLを表示してください。そうすれば、HTML情報をコピーし、バグ報告に添えることができます。

	Connexionsのような新しいシステムにとって、エラーの詳しい報告はとても役に立ちます。もしあなたのエラーが特定のモジュールに関するものであるならば、そのモジュール名も含めてください。もしあなたが編集インターフェースにいたなら、あなたが作業していたワークグループ、もしくはモジュールを含めてください。もし、Course Composerを使用していたなら、どのコースで作業していたかなどについて述べてください。エラーが発生した正確なURLを含めてください。できるならば、あなたのしていた作業の説明も含めてください。
	







1.3. Connexionsコンテンツの閲覧*



 Warning
 This module contains Connexions documentation which is out-of-date.  The contents of this module are provided here for historical purposes only and should not be considered accurate for the current version of the Connexions website.  The current (English-language) version of this module can be located at http://cnx.org/content/m11837/latest/.   If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
 If you would like to assist Connexions by helping us update this module with an appropriate translation from the current English version, please contact us at cnx@cnx.org as we would appreciate your help with improving our support for non-English-speaking users.

 
	　Connexionsの概要はConnexionsの紹介を見てください。
      
コンテンツの検索



 
	　ConnexionsのWebページの右上の検索ボタンとテキストボックスを使用することで、 Content Commonsを探すことができます。検索テキストボックスに名前、キーワード、コースタイトル、モジュールタイトル、文字列、またはオブジェクトIDを入力してください。そして検索をクリックしてください。Connexionsはあなたの入力に合うすべてのモジュールとコースを表示します。検索したモジュールかコースを見るには、タイトルをクリックしてください。
      

ロードマップを使用したConnexionsコースのナビゲーション



 
	　Connexions Roadmapは、Connexions内のコンテンツを探すことを助けてくれます。Roadmapにアクセスする場合、Mozillaブラウザを使用しなければいけません。Roadmapの特徴、使用方法などに関する説明はConnexions Roadmapに表示されます。
        
      

ロードマップを使用しないConnexionsコースのナビゲーション



 
	　RoadmapはConnexions内で唯一のナビゲーション手段ではありません。RoadmapをサポートしていないブラウザでConnexionsにアクセスする場合、他のナビゲーションシステムを使用することができます。
	
コースを開く



 
	　ConnexionsのWebページの右上でCoursesリンクをクリックして、Courses in Connexions画面を表示してください。これは、Contentのタブを選択して、ページの中央のCourse ListからSort by Titleを選択することでも見ることができます。閲覧したいコースタイトルをクリックしてください。	
 [image: Figure (NoRoadmapj1.png)]

Figure 1.8. 
Connexions Courses


コース内のナビゲーション



 
	　あなたが最初にコースを開くと、コースタイトルページが表示されます。このページは2つのパネルを含んでいます。1つ目のパネルはCourse Contentというもので、そのコース内のコンテンツの目次を含んでいます。モジュール名をクリックすることで、そのモジュールを表示できます。2つ目のパネルはStart Courseのリンクと、団体、インストラクター、著者、コースの簡単な説明などのコース情報を表示します。Start Courseをクリックし、最初のモジュールから順番にコースを閲覧してください。

	
 
	 　コース内のモジュールを表示すると、右上に表示される‹‹前のモジュール名や次のモジュール名››というリンクをクリックすることで、コース内の前のモジュールや次のモジュールに移動することができます。また前後のモジュール名の間にあるコースタイトルのリンクをクリックすることで、コースタイトルページに戻ることができます。	
 [image: Figure (PrevNextLinkj.png)]

Figure 1.9. 
Links to the previous and next modules in a course



これらのリンクはコース内からモジュールを表示したときだけ表示されます。ブラウザから直接モジュールにアクセスした場合は、これらのリンクは表示されません。
	




関連資料の閲覧



 
        　あなたは、モジュール内容の左に表示される、Related Materialというパネルで、表示しているモジュールに関する情報を見ることができます。このパネルは以下のものを含みます。
        
 	モジュール作者によって供給された例題、補足資料、必要な資料へのリンク。このリンクの重要性は、リンクの左にあるボックスの中のバーの数によって、表示されます。これらのリンクは、Connexions内の資料や、Connexions外部のWebサイトにもリンクできます。

	現在のモジュールと似たような内容を含む他のモジュールの名前。モジュール名をクリックすれば、そのモジュール内容が見れます。

	現在のモジュールを含む他のすべてのコース。コース名をクリックすれば、そのコース内容が見れます。





 [image: Figure (RelatedMaterial.png)]

Figure 1.10. 
Links to related material


ページスタイルの変更



 
        　あなたはPersonalizeボックスの中で、 styleオプションを選択することで、Contentページのカラーやレイアウトを変更することができます。ディフォルトのContentページのスタイルはSummer Skyです。いろいろなスタイルがあり、若いConnexionsユーザーのためのPlaylandというデザインなどもあります。
	
 [image: Figure (PageStyles.png)]

Figure 1.11. 
The style selection box


クイックエディット



 
	　現在のモジュールに対して、編集権利があるならば、Edit In Placeのリンクで、迅速で簡単な編集を行うことができます。Edit in Placeについての詳しい情報はConnexionsページを見てください。 
	

モジュール情報の表示



 
	　モジュールの メタデータを表示するには、モジュールの終わりのMore about this contentのリンクをクリックしてください。メタデータはモジュールに関する非内容情報です。たとえば、モジュールID、ライセンスタイプ、バージョンナンバー、作成日、改正日、著者、maintainers、著作権保有者、モジュール名、キーワード、要約などです。
	

モジュールの改正履歴の閲覧



 
        　モジュールの改正履歴を見るには、モジュールの最後のVersion historyリンクをクリックしてください。そうすれば、モジュールの履歴ページが表示されます。新しいモジュールが公開されるとき、Connexionsは改正番号をそのモジュールのバージョンに与えます。モジュールを更新する必要が出てきたら、著者はそれを調べ、編集し、再び公開します。増加していく改正番号は更新されたバージョンに割り当てられます。Connexionsはすべての改正番号を格納し、それはモジュールのHistoryページで見ることができます。
        

モジュールの印刷



 
	　印刷可能なPDFファイルを生成するには、モジュール画面の右上にあるPrint(PDF)リンクをクリックしてください。時々、研究のため印刷した資料が欲しい場合があるかもしれません。すべてのモジュールからPDFファイルが生成できます。これらのPDFファイルは、ページ番号、ヘッダー、および番号付き見出しで印刷するためフォーマットされます。PDFファイルで印刷するため、PCにPDFファイルを印刷することのできるソフトウェアがないといけません。
	
 
        　コース全体のコピーが必要ならば、Connexionsのプロジェクトチームに連絡してください。Connexionsツールでは将来的に、Connexionsプロジェクトチームに連絡しなくても、印刷ができるようになるでしょう。
	


1.4. Connexionsディスカッション・フォーラム*




This module has been retired as it contained Connexions documentation which is no longer accurate and/or relevant.  Please visit the help page for up-to-date information about the Connexions website, including support for viewing and authoring content and the CNXML language. If you have any additional questions or cannot find the answer to your question, please contact techsupport@cnx.org and we will be happy to assist in any way we can.
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